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●本商品の取扱につ

●掲載の性状・性能
６１は、焼戻し後の部品の防錆と冷却を

水溶性エマルションタイプの防錆油で、

ラインで使用する中間防錆として優れ

ます。 
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① タンクの中に水を張り、ラスプロ Ｅ－６１を撹拌し
ながら加え、乳化させます。 

 品 紹 介 使 用 方 法 

② 液温を４０℃以下に保持し、処理部品を浸漬して
下さい。 

 
特

 

 

 

いては

等は正
状態において、安定性に優れて

した油膜は、時間経過とともに再

ため、優れた防錆力を発揮しま

ので経済的です。 

【使用例の略図】   長 
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焼戻し炉 

ラスプロＥ－６１
目 代表値 

褐色透明液体

15℃)  g/cm3 ０．８９３０ 

(40℃) mm2/s ２２．６０ 

(10%溶液) ９．４０ 

 
 
 
① 性能を充分に発揮させるため、必ず良くかき混ぜ
てからご使用下さい 
② 容器の蓋を外したまま長期間放置すると、乳化バ
ランスが崩れることがありますのでご注意下さい。 

 
 
a) 蒸発残量法 
 
 

表 性 状 

使 用 上 の 注 意 

濃 度 測 定 方 法 

試料重量

水分除去後の試料重量
）濃度（

(*)
92430
100
.

%mass ×=
すが、用途に応じて濃度を決定し

 
 
 
b) 屈折計による濃度換算（表①参照） 

用 濃 度 
除去する試料液を加熱し水分を(*)
。 
 
c) 塩析法によ
 
 
 

用 油 温 

、容器に記入の取扱注意事項を熟読の上、ご利用下さい。 

確さや完全さを保証するものではありません。予告無く変更される事があ
る濃度換算（表②参照） 
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●本商品

●掲載の
 
折計による濃度換算(表①) 塩
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ラスプロ　Ｅ－６１　濃度換算表
(屈折計による・新液時)
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① 1
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② 2

1
③ メ
量

④ 上

の取扱については、容器に記入の取扱注意事項を熟読の上、ご利用下さい。

性状・性能等は正確さや完全さを保証するものではありません。予告無く変更
析法による濃度換算(表②) 

10 15 20 25
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0 5
濃度（vol%）

ラスプロ　Ｅ－６１　濃度換算表
(塩析法)

0

5

00ccのメスシリンダーにラスプロＥ－６１溶液を
5cc入れる。 
0%塩化マグネシウム溶液を 5cc入れ、全量を
00ccとする。 
スシリンダーを良く振り、1時間静置後の油分離
を測定する。 
図の濃度換算表にて濃度を算出する。 
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される事があります。 
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